APAテレビ会議レジュメ（2006年2月2日）
エクマットラ（NGO）の視点から
　エクマットラとは；
　ダッカ大学有志学生数名で立ち上げた民間団体。設立2003年。　　

現在、ダッカ市内でストリートチルドレンのための青空教室や更生センターを運営。運営メンバー（現在8名）は全員ボランティアであり、活動はボランティアの手によって行われている。会員は全てバングラデシュ人であり、一般/学生合わせて約100人が会員として登録。

青空教室；ダッカ市内のバススタンド・鉄道駅付近の公園で運営。歌・劇・絵画等を通じて大人、社会に対する不信感をやわらげ、意欲をかきたてる場。週3回。毎回約15人の子供たちと30人以上の大人たちが集まる。
更生センター；ダッカ市はずれにアパートを間借りして運営。現在第一、二期生あわせて11人（男6人、女5人）が生活。通常教育、モラル教育、技術教育を行い、社会復帰し自立生活していく準備をしていく場。
　活動方針
1 生まれた環境によって機会を与えられず、抑圧されている子供たち（ストリートチルドレン）に直接働きかけ、人間として生きる意欲をかきたてること。
2 ①の活動を通じ、社会を構成する一般人・学生等に自国内のこうした問題に目を向けさせ認知させること。
→→→メディアの存在意義（ドキュメンタリー映画の製作・上映）
　

ボランティアの可能性

啓発活動を通じて、問題意識を持った学生の輪が徐々にではあるが広がってきている。現実の問題を他人事ではなく自国内の問題として受け止めていく上で、こうしたボランティア活動の流れは大変重要である。

今後の展望

更生活動を通じて自立していく子供たちが、次の世代の子供たち（ストリートチルドレン）へ還元していく人材のサイクル作り。啓発活動を通じて活動に参加する学生たちととともに二つの人材の流れとリンクの強化。

収益活動を展開していき、将来子供たちへの就労機会の提供と、収益の活動への還元という資金的サイクル作り。

→→→持続可能な活動運営。
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